
会社⇔個人、社長⇔後継者をうまく
切り分けるのが事業承継士の仕事」
～会社法と民法と税法とが複雑に絡むからこそ“
全体最適”が必要だ！～

ＦＢＭ 実践セミナー

講師 事業承継センター株式会社 代表取締役
一般社団法人事業承継協会 理事

金子一徳
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■名前：金子一徳（かねこかずのり）

■資格：事業承継士、事業承継プランナー、中小企業診断士
、ＦＰ技能士１級

■経歴：
・日本で一番古いＶＣである東京中小企業投資育成に入社し
事業承継問題に直面。本屋や先輩、知人、などにあたるがそ
の道の専門家／プロがいない・専門書がないことに奮起
・2011年に事業承継センター株式会社を内藤（現会長）と共同
創業
・2015年に一般社団法人事業承継協会を設立し理事に就任
・2018年に事業承継センター株式会社にて社長交代を行い、
代表取締役に就任

講師の紹介

2



講師の紹介（パーソナルな部分）

3

父親（大正
生まれ）

本妻(年上)２号(10歳
下)

兄

３号(20歳
下)＝母

私＝
本人

子無し

養子

華麗ではない一
族に生まれ相続

で苦労 認
知



4

最新のデータから紐解く！

・経営者が若
いほど設備投
資した企業の
割合が高い
！



5

・規模が小さ
いほど交代前
の社長年齢
は高い

・一方、規模
が小さいほど
交代後の社
長年齢は低
い

最新のデータから紐解く！



6

・同族承継で
は交代前の
経営者の年
齢が高くなる
傾向に

・一方で同族
承継は交代
後の経営者
の年齢は低
い傾向に

最新のデータから紐解く！



7

・同族承継と
内部昇格が
同率に並んだ
！

・やがて内部
昇格が追い
抜くことは明
白

最新のデータから紐解く！



8

・後継者不在
率は相変わら
ず高い

（業種業態で
違いはほとん
どない）

（後継者がい
る企業の方
が売上高成
長率が高い）

最新のデータから紐解く！



9

・３年未満ま
でが全体の

５５％を占め
る

・承継パター
ン別では、親
族内承継＝５
年超、社内昇
格は１～３年
、外部招聘は
半年未満が
最も多い

最新のデータから紐解く！



10

・この後、社
長が重篤な
病気になるも
、事業承継計
画を実行し、
後継者が社
長に就任

・経営革新を
行い増収基
調へ

最新のデータから紐解く！



11

・Ｍ＆Ａが活
発化する傾向
にある

・Ｍ＆Ａに対
するプラスの
イメージは年
々増加

・売り手から
見た場合は、
他業種／他
地域／自社
より大きな企
業が最も多い

最新のデータから紐解く！



12

・売り手は、
事業の成長
性／利益率を
見られる

・負債状況も
重視している

最新のデータから紐解く！



13

・Ｍ＆Ａに対
する補助金が
拡充

最新のデータから紐解く！



14

・ＤＤ実施して
もなおリスク
が残るため、
税制面でバッ
クアップ

・設備投資／
雇用確保も税
制面でバック
アップ

最新のデータから紐解く！



15

・想定外のリ
スクに対応す
る保険が出
現

・今後、続々
と新しい保険
が出てくる予
定

最新のデータから紐解く！



16

・理由で多い
のは、不安／
不明／未知と
いった心理面

・「手数料が
高い」も上位
に食い込む

最新のデータから紐解く！



17

・ほとんどの
経営者は従
業員の雇用
維持を重要視
している

最新のデータから紐解く！



18

・経営者の心
配とは反対に
実際は雇用
継続される

・経営者も何
等かの形で
関与するケー
スが大半

最新のデータから紐解く！



■１０年間で法制度が様変わりした！（株式分散、
利益圧縮、少しずつ贈与、それって正しい方法ですか？）

⇒情報を正しく伝えることで、気付きを与えることが出来る

■誰が後継者になっても経営が安泰の時代は
終わった！（後継者の顔がわからないのは、恥ずかしい）

⇒後継者をどのように育てるのか？に対する回答を持つ必
要がある

■２社に１社が他人承継の時代を迎えた！
⇒利害対立を調整できるのは誰かを考えてみよう

19

事業承継の業界で起きていること



（１）人の出入り
⇒従業員が辞める、取引先がなくなる、など

（２）顧問の交代または解任
⇒オーダー主が変わるタイミングで（事業承継の要請に応え
られない場合は特に）

（３）メインバンクの入れ替わり
⇒事業承継のタイミングで力になれれば、社長が代わっても
引き続きメインバンクの地位は安泰

20

事業承継は何が起きるのか？



・社長の全国平均年齢７２歳で事業承継は待ったなしの時代

→高齢でも使える法制度が整備された。特に

『経営承継円滑化法』を知らずして事業承継
支援はできない。
・約６割の企業が後継者不在

→後継者は探すから見つけて育てる時代へ
『後継者塾』※１による集団研修の必要性

・事業承継計画書の推進が各所で始まっている！

→事業承継期間は最短３年でやり切る。『事
業承継ノート』※２を活用しましょう
※１、※２ともに弊社のＨＰを参照ください

21

なぜ事業承継支援が叫ばれるのか？



・事業承継は場当たり的にやっているのが現状

→『事業承継計画書』（※商標を取得予定）を
立てるのがスタンダード

・株価／節税よりも大事なこと

→事業の中身そのもの、経営理念、知的資産
をどのように継ぐかが本筋！

・経営者と後継者、会社と個人をつなぐ役割が世の中にない

→事業承継士は、中立公正な立場から経営者

と後継者の両者を取り持つ仕事。会社と個人
を冷静に切り分けるという大事な役割を担う

22
22

事業承継支援で求められること、役割



・ＡＩ／ネット／新サービスの出現で士業・コンサルタントは戦国時代へ

→生き残る分野はアナログでかつ人間の感情や意
思を扱う分野。事業承継はその最前線。

・自分の領域にこだわっている士業・コンサルタントは仕事を奪われる

→自分の持つ資格の範囲で顧客サービスを考えて
いないか？

・士業は自分の得意分野を活かしながら高度な専門性を磨く

→国家資格１３士業すべての分野が事業承継

支援では必要。足りない専門分野はネットワー
クで対応

23

士業・コンサルタントに求められること



切っても切れない！

事業承継相続

（個人） （法人）

24

中小企業の事業承継の特徴



（後継者） （経営者）

利害
対立

「退職金たくさん
欲しいな」

「株式も高く買っ
てほしい」

「連帯保証人か
ら抜けたい」

「退職金は最小
限にして」

「株式は安く譲っ
てほしい」

「連帯保証人に
なりたくない」

25

中小企業の事業承継の特徴



代表取締役

本人

後継者専務

長男
元工場長

次男
４１歳
持株比率２０％

３８歳
持株比率２０％

７６歳
持株比率６０％株式

110
万円

株式
110
万円

株式
110
万円

株式
110
万円

・・・
×20年

26

事業承継は税務･法律･制度が複雑



１．財産（土地・建物・設備・工具備品・車両・材

料・商品・など）

２．権利（議決権＝株式、業務執行権＝取締役

の地位、義務＝連帯保証人の地位、など）

３．知的資産（顧客基盤、技術力、従業員ス

キル、信用力、儲かる仕組み、社歴、ブランド、など）

27

経営者は１↓から考え、後継者は３↑から考える。双方
の特性を理解した上で事業承継を理解させてあげよう！

27

事業承継とはつまるところ何か？



1. 相続を取り巻く税制改正が2015年からスタート！
2. 経営承継円滑化法が2018年に大改正さらに2019年から

個人版事業承継税制がスタート。
3. 会社法（2006年5月施行）を使えば、経営権をコントロー

ルすることが出来る
4. 民法：2019年から改正民法が順次施行
5.信託業法（2004年12月施行）さらに信託法（2007年9月
施行）の改正：例⇒民事信託が可能に
6.保険業界に2019年バレンタインデーショックが広がる
7.銀行法の一部改正により（2019年）、子会社を通じて5年
間株式保有が可能に（5％ルールの特例）
8.中小企業強靭化法（2019年）、中小企業成長促進法（
2020年）など続々と事業承継関連法が施行

28

事業承継業界の法律・制度



79.7 

60.6 

48.6 

41.6 

13.9 

24.3 

20.2 

20.4 

6.4 

15.1 

31.2 

38.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1983年以前

1984～1993年

1994～1998年

1999～2003年

子供

その他の親族

親族以外
（出典）東京商工リサーチ
「後継者教育に関する実態
調査」2003年より

１．子供の数が少ない⇒親は選択の余地がない
２．情報化社会が進展⇒なりたい職業に目移りする時代
３．業績右肩上がりは過去の幻想、会社経営がシビアに⇒能力主義へ

29

直系への事業承継は少なる傾向



30 30

＜これから＞＜これまで＞

（１）事業価値源泉の分析

（2）誰に継がせるかべきか、Ｍ&Ａ？

（３）事業承継計画の実行

（５）社長交代

（４）後継者教育

（１）後継者の選定（子供）

（2）節税・納税資金対策

（4）取引先への挨拶、従業員の納得

(3)後継者教育

１
０
年
以
上
か
け
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と

最
長
３
年
で
一
気
に
行
う

30

これからの事業承継の進め方



１．株式問題
２．後継者問題
３．人間関係

大別するとこれしかない！

31

事業承継課題の分類



ほとんどの経営者は後継者会談をやったことがありません・・・

①「普段やっているよ」という経営者には
→仕事の話ではない⇒Ａ：将来のこと。Ｂ：経営理

念や方針のこと、Ｃ：現状の課題とそれにどう対処
するかなど。
②何を話せばよいかわからない
→事業承継ノートを参考にしながら、オリジナルを
作ってみてください。
③１：１で会談するのは気が引ける
→皆さんがファシリテイタ―になってあげてくださ

い。中立公正で、親身に考えてあげられるのは皆
様のポジションが適しています。

32

後継者会談の重要性 続き



役割分担

財産分割

将来の在り方

各人の思い

定例化、議事録化
が大事！

１．メンバー選定
２．議事録の有無
３．財産目録作成

家長としての役割

家族会議

後継者の心構え

妻への援助、家族の
助け合い

感謝の気持ちと要望
の表明

誰に何を遺すのか

財産の持つ価値と意
味の説明

家族の将来展望

不平不満を聞く

33

家族会議の重要性



ほとんどの経営者は家族会議をやったことがありません・・・

①「騙されたと思ってやってみてください」
→コツは２点⇒Ａ：嫁は入れないこと。Ｂ：元気なう
ちにやること。
②何を話せばよいかわからない
→タブー（痴呆になった時の対処、延命治療、脳

死など）、これまで避けてきたこと（嫁姑の確執、絶
縁状態の家族、隠し子など）を話してみてください
③自分が音頭を取るのは恥ずかしい
→皆さんがファシリテイタ―になってあげてくださ

い。中立公正で、親身に考えてあげられるのは皆
様のポジションが適しています。

34

家族会議の重要性 続き



1. 事業承継士はカウンセリングの能力が身に付く

⇒自分の持つ資格と合わせ技で独自領域を持てる！

2. 事業承継士は制度・法律・税務の専門的な知識が身に付く

⇒法人／個人、大企業／中小企業、製造業／サービス小売業

へ転用が自由自在にきく

3. 事業承継のタイミングで顧問契約を変更させられるリスクを防止

⇒逆に顧客を獲得できるツールになる。契約維持も可能

4. 後継者と非後継者、経営者と後継者、会社と個人、収益力と株価

などあらゆる局面でバランス感覚が重要になる！

⇒全体最適の解を持つのは事業承継士だけ。

5. 事業承継は複数の専門家の領域にまたがることが多い

⇒専門家をコーディネートする役割を担うことができる。（例：民

法と税務の違い）

事業承継士が求められる訳

35



https://www.jigyousyoukei.co.jp/shoukeishi/

株式/代表権だけでなく、経営理念/儲かる仕組み/ノウ
ハウ/企業文化の承継を支援出来る唯一の資格です。

国家資格１３士業が受講資格であり、３０時間の研修
と試験をクリアし、経験を経た真の事業承継支援者です

◇受講生：８０１名
◇支部：埼玉/新潟/神奈川/千葉/愛知/東京など １１支部
◇賛助会員

㈱コスモスイニシア（東証ＪＱＳ）、エン・ジャパン㈱（東証１部）、㈱
ストライク（東証１部）など ５社

事業承継士が求められる訳

36

https://www.cigr.co.jp/index.html
http://www.strike.co.jp/


１．面談は付加価値の高いビジネスであることを認識
してもらう。（ＺＯＯＭ面談を標準に考える発想の転換）

２．セミナーは、録画・録音・ＣＯＰＹのリスクに備えよ
！単価交渉には、別の手立てを考えるべし。

３．既得権にこだわらず、自由な発想を！コーディネー
ト、参謀役を目指せ！

４．創業、ベンチャー支援から事業承継、事業継続、
Ｍ＆Ａ、廃業などへ支援の重点先が変わってきた。つ
まりＯｌｄ企業へどう対応していくかを考えるべし
５．Ｗebを中心としたＳＮＳ・ビデオ・などを使ったブラ
ンディング、宣伝広告は積極的に取り入れるべき！

37

最後にメッセージ
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